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は じめ に

アイヌの飼 いグマの霊送 り儀礼(以 下 「霊送 り儀i礼」 という)は,明 治以降,実 施 の主 旨を多方面

に持 ちなが らも,現 代 に受 け継 がれてお り,こ れ まで に実施 され た儀i礼は数多 に及 ぶ(小 川1997,

東村2002)。 周知 の通 り,同 儀礼 は,捕 獲 した仔グマ を飼養 した後殺す一 親グマ(親 神)か ら託され

た仔グマ を飼養 した後,親 元 二神 々の世界 に送 り帰す 際に執 り行 う儀礼で ある。 しか し,儀 礼 の様

相は,江 戸後末期,一 ・つの形式が でき上が り,そ れ が現代 に伝承 されて いる と考え られ る。す なわ

ち,従 来は,ク マの捕獲=食 糧獲得 の祝賀 と,そ れの恒常性 を希求 する場 として の儀礼 であった も

のが,場 所請負制下 におけるアイヌ社会 の変容 とともに,そ の実施 の意義=主 旨も多様化 し,従 来

の意義=主 旨を基盤 におきつつ も,乙 名 ・脇乙名 ・土産取な どといった財 力 を有す る者 の己 の財 力

を誇示 ・開陳す る場 ともな った のであ る(秋 野2006a,同2006b,同2008)。 それ は,ア イヌが宝物

としてい る漆製品や金属製品 といった移入 品を,「 神へ の土産」 と称 して,儀 礼会場 に余す ところな

く陳列 して参会者 に見せつけ,主 催者がそ の財力 を誇示す る行為で ある。

明治以降 に実施 され,記 録され た儀礼 を見る と,こ の江戸後末期の様相が受 け継がれて いることが

わか る。 しか しなが ら,そ れは北海道 内 にお いて画 一・的な ものではな く,地 域的様相 を も持 ってい

る。

本小論で は,江 戸後末期 における霊送 り儀礼実施の記録 と,こ れ まで に報告 された民俗調査等を対

照させ,儀 礼が伝承 される過程 にお ける変容 と,明 治以降 にお ける霊送 り儀礼 の地域的様相の考察 を

試みるもので ある。

1.考 察 に用 い る 史 資 料

本小論の考察にあたって は下記史資料を用 いたが,必 要 に応 じて他 の史資料 も用いた。

江戸 後末期 におけ る霊送 り儀 礼の様相 については,次 の3史 料 を用 いた。(以 下,用 いる際 には,

それぞれ 「蝦夷」 「東蝦夷」 「北役」 と略記す る。)

・秦憶丸:1798「 蝦夷見 聞記」(佐 々木利和 ・谷澤 尚一一研究解説:『蝦夷 島奇観』雄 峰社1982

所収)

・大内余庵:1861「 東蝦夷夜話」(大 友喜作編:1972『 北門叢書』5国 書刊行会 所収)

・白井久兵衛:1863「 北役紀行」(手 塚薫他:「 接触 ・交錯す るアイヌ と和 人のまつ り一 『北役紀

行』記載,文 久3(1863)年 ハママ シケの神社祭礼 とクマ送 りか ら一」r北 海道開拓記念館研

究紀要』33北 海道 開拓記念館)

これ らの史料にある儀礼 は,い ずれ も筆者の実見 ・見 聞記であ り,秦 はクナ シリ島の トマ リ(秋 野
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2006a),大 内は北海道東部のアツケシで実見 してお り,白 井は 日本海側 のハママ シケで実見者か ら詳

細 に様子 を聞き書き して いる。

次 に,明 治以降にお ける資料は下記の とお りで ある。

・十勝(伏 古)

犬飼 哲夫 ・名取武光:1939「 イオマ ンテ(ア イヌの熊祭)の 文化的意義 とその形式(一)」r北

方文化研究報告』2北 海道帝國大學

・釧路

a.犬 飼哲夫 ・名取武光:1939「 イオマ ンテ(ア イヌの熊祭)の 文化 的意義 とその形式(一)」

『北方文化研究報告』2北 海道帝 國大學

b.更 科源蔵:1955『 熊祭』 北方文化写真 シ リーズ1楡 書房

c.佐 藤直太郎:1958r釧 路アイヌのイオマ ンデ』市立釧路図書館叢書第四編 市立釧路図書館

・平取 ・二風谷

a.伊 福部宗夫:196gr沙 流アイヌの熊祭』みや ま書房

b.萱 野 茂 ・須藤 功:1979「 キム ンカムイ ・イ ヨマ ンテ」r写 真集 イヨマンテ』 国書刊行会

・旭川(上 川)

a.北 海道教育庁社会教育部文化課編:1982「2.ヒ グマ をめ ぐる人 間活動 」 『昭和56年 度

アイヌ民俗文化財調査報告書(ア イ ヌ民俗調査1旭

川地方)』 北海道教育委員会

b.相 賀徹夫編:1985『 イ ヨマ ンテー 上川地方の熊送 りの記録』 小学館

・白老

財 団法 人アイヌ民族博物館編:1995『 イ ヨマ ンテー熊 の霊送 り一 報告書H一 平成2年2月 にお

こな ったイ ヨマ ンテの実施報告 一』財 団法人アイ ヌ民族博物館

十勝及び釧路aは,十 勝伏古村(現 帯広 市)の 古老古川辰五郎か らの聞き取 りによる同地域の儀 礼

と,1939(昭 和14)年12月16・17日 に実施 され た釧路標茶村 虹別ス ワンコタ ン(現 標茶 町)で 実

施 され た儀礼で ある。 同bは,釧 路川周 辺の記録 とある。 掲載写真 は,1951(昭 和26)年1月,北

見国常呂(現 北見市),同1954(昭 和29)年4月,釧 路国屈斜路湖畔でそれぞれ実施 された儀礼の も

ので あるが,文 字情報 の年代 ・日時等 は不 明で ある。 同cは,1936(昭 和ll)年1月5日,白 糠 ・

石炭崎,同1939(昭 和14)年12月16日,標 津村虹別 でそれぞ れ実施 された儀i礼の実見記録 に加 え

て,釧 路春採 の古老 らか らの聞き取 りを参考 としている。

平取 ・二風谷aは,二 谷 国松 をは じめ とする古老か らの聞き取 りと,実 見 を もとに した とあ るが,

そ の儀 礼実施 の年代 ・日時等 は記 されて いない。 同bは,1977(昭 和52)年3月3日 か ら5日 にか

けて実施 された儀礼 の記録 である。旭川(上 川)aは,北 海道教育 委員会が1981(昭 和56年)に 実

施 した民俗調査の記録 で,石 山長次郎 ・キッエ,清 水キ クエ,杉 村京子,伊 沢 ピサ,大 村 ユキ らか ら

の聞き取 りで ある。 同bは,1985(昭 和60)年1月15日 か ら17日 にかけて,川 村力子 トアイヌ記

念館 にお いて実施され た儀礼 の記録である。

白老は,財 団法人アイ ヌ民族博物館 が,1990(平 成2)年1月24日 か ら26日 にかけて実施 した儀

礼 の記録であ る1)。

これ らの記録 は,実 施年代 および聞き取 りの年代 にやや時間的な 隔た りが あるが,「 明治以降」 と

い うひとつの枠のなかで捉 えることとした。

2



帯広百年記念館紀要 第28号2010

2.実 施 の 時 期 ・日数

2-1.時 期

霊送 り儀 礼の実施時期 は,広 く冬期 間 といわれて いる。実 際,江 戸期 の記録 を見て も,11月 か ら

12月(旧 暦)が 多い。送 りの対象で ある仔 グマの生育状況,場 所で の労働 な ど生業 との関係 な どか

ら,こ の時期 が最 も適 当なのであろ う。 あるいは,山 猟 を前に しての予祝 結束力の確認 といった意

味合 いがある との伝 えもあ る。

具体的 には,「 蝦夷」 には十 月,「 東蝦夷」 には冬 月,「 北役」 には十二 月十二 日とあ る。筆者がか

つて考察 したよ うに,「 蝦夷」 にある記録 は,秦 が クナ シリ島の トマ リに滞在 した7月29日 か ら8月

25日 の問 に,当 地 のアイ ヌた ちに実施 させた儀礼 の記録 であ り,十 月 とあ るのは 聞き書 き による も

ので あろ う(秋 野2006a)。 「東蝦 夷」 「北役」 はいず れ も冬で あるが,実 施 した場所が請 負場所で和

人が混住 している ところで あることに注意 してお きた い。

明治以 降では,十 勝が12月,釧 路が12月,1月,4月,平 取 ・二風谷が1～3月,旭 川 が12月

末か ら1月 初旬,1月,白 老 が1月 とあ る。アイヌ社会が大 きく変容 した明治以降,そ れまで財 力を

持 つアイ ヌによ った霊送 り儀礼 の実施 も,ア イヌの一般的な もの となったが,そ の実施の時期 は江戸

期 を踏襲 して いるのである2)。

2-2.日 数

次 に,儀 礼 の 日数 であるが,江 戸期 の 「蝦夷」 「東蝦 夷」 では,1日 で儀 礼が終了 して いると読み

取れ る。 「北役」 には,「 翌 日ハ 〔挿入〕 「豆飯 を焚」熊 の肉 を煮て酒宴 を催 し、頭 を杭 に指 し、小屋

の前二立、カムイ と崇、皮ハ運上屋二納るよ し、 ……」 とある ことか ら,2日 間 に亘っている ことが

わか る。

明治以降では,十 勝…が3日,釧 路aが2日(前 祭 ・本祭),釧 路cが3日(前 祭 ・本祭 ・後祭),平

取 ・二風谷aが4日(前 日祭 ・本祭第1日 ・本祭第2日 ・本祭第3日),旭 川aが3日,旭 川bが3

日(前 夜祭 ・本祭 り ・後 日祭),白 老が4日(前 夜祭 ・本祭1日 ・本祭2日 ・本祭3日)と な っている。

この儀 礼の 日数 を見 ることによ り,儀 礼実施 の意義の推移 が見 てとれ る。すなわち,先 述 したよ う

に,江 戸 時代場所請負制下 における儀礼 の実施は,財 力を持 つアイ ヌによ る,そ の財 力の開陳 の場 と

す るに主眼 を置 き,「 霊 を送 る」 という本来性が側面化 され た ことによ り,儀 礼 日数の大 半が1日 と

いう状況を生 じせ しめた と考え られ る。財 力の開陳は1日 あれば充分なのである。加 えて,儀 礼 には

大量の酒を消 費す ることか ら,経 済 的な要 因も備わ っているので ある。

明治以降になると,日 数が増え,平 均 して3日 間 となる。前祭が あ り,本 祭 も2日 をか けるよ うに

なる。 その要 因として,場 所請負制 の崩壊 によ り,場 所にお けるアイヌの序列が消滅 し,儀 礼の担 い

手が特定 の者か ら広 く一・般的 とな り,実 施の主眼が 「財 力の開陳」か ら本来 の 「霊 を送 る」 ことに置

かれた ことによる。すなわち,精 神性 に重 きが置かれ,「 鄭重性」が備わった と考 え られ る。

この儀礼実施 の時期 ・日数 をまとめ ると,表1と なる。

3.ヌ ササ ンに祀 る神 々

霊送 り儀礼では,ヌ ササ ンには関係する神 々が祀 られ,屋 外での儀i礼の執行 を見守 り,ク マ神が カ

ムイ ・モ シリへ旅立つ直前,ア イ ヌ ・モ シリでの最後 の滞在 の場 となるが,祀 られ る神 々 ・数は地域
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表1実 施の時期 ・日数

史料 ・地域名 時 期 日数 備 考

蝦 夷 十月 1

東蝦夷 冬月 1

北 役 十二 月十二 日 2

十 勝 12月 3

釧路a 12月 2 前祭 ・本祭 ・後祭(本 祭 ・後祭は2日 目に実施)

釧路c 12月 、1月 3 前 日 ・当 日 ・後 祭 り

平取町二風谷 1～3月 4 前 日祭 ・本祭第1日 ・本祭第2日 ・本祭第3日

旭川a 12月 末 ～1月 初旬 3

旭川b 1月 3 前夜祭 ・本祭 り ・後 日祭

白 老 1月 4 前夜祭 ・本祭1日 目 ・本祭2日 目 ・本祭3日 目

的様相 が顕著で ある。江戸期 のヌササ ンを見る と,そ の個 々の神名は記されていないが,ア イヌ絵 に

は数多のイナ ウが描かれている。例 をあげ ると,秦 憶丸 の 『蝦夷島奇観』(1799)に は38本 のイナウ

が,平 澤屏 山の 「熊送 り図」(国 立ス コッ トラン ド博物館蔵,江 戸末～明治初)に は15本 のイナウが

見え る。 いず れ も現代 に伝わ るキケパ ラセイナウの類であ り,ま た,イ ナ ウの配列 も整然 とした もの

ではな く,ヌ ササ ンを飾 るかのご とく雑然 として いる。

明治以降では,民 俗調査な どによ り,北 海道内各地域 において祀 られている神々の神名 ・数が明 ら

か になっている。それ らの神々は,地 域性 はもとよ り,同 一地域 内にお いて も個 々人によ り異 同があ

る。すなわち,地 域 内の信仰観を同一に して,そ こに個人の生業 な どに基づ いた信仰観 による神 々が

加味 されている。以下,各 地域 を個 々に見 る こととす る。

3-1.十 勝

本資料のイ ンフォーマ ン トである古川辰五郎が祀 って いる神々は,次 の9神 である。

1.ポ ロヌプ リ(元 来 は雷神)

3.ニ アシコロカムイ(山 全体の神)

5.ホ ロケ ウカムイ(狼 の神)

7.ケ マ コシネカムイ(狐 の神)

9.チ アツチアツクカムイ(狩 猟 の神)

次 に,同 じく帯広伏古 の坂下徳二郎は,12神 を祀 っている(吉 田巌1953)。

1.ヌ プカウシウンカムイ(ヌ プカウシヌプ リの神)

3.チ プタチカプカムイ(ク マゲ ラの神)

5.コ タ ンコル カムイ(集 落を守護す る神)

7.ム ルクタウンカムイ(穀 物 の神)

9.ソ ヤカムイ(蜂 の神)

11.シ ランパカムイ(蛇 の神)

さ らに,山 川弘 は,10神 を祀 って いる(内 田1989)。

1.ポ ロシリウンカムイ(ポ ロシ リ岳 の神)

3.コ タ ンコロカムイ(エ ゾ シマ フクロウ)

5.シ ペ ッカムイ(十 勝川 の神)

7.シ ランパカムイ(ヘ ビ)

9.サ チ リカムイ(不 明:20cm位 の白い動物)

2.コ タ ンコ ロカムイ(集 落 を守護す る神)

4.チ ツプタケチカツプカムイ(ク マゲラを表す神)

6.ワ ッカウシカムイ(水 の神)

8.シ ランパカムイ(蛇 の神)

2.ホ ロケ ウカムイ(狼 の神)

4.ニ ヤ シコロカムイ(原 野 の神)

6.ポ ロシ リウンカムイ(ポ ロシ リの神)

8.ウ ナ ヌエ ウシウ ンカムイ(不 明)

10.チ ャキチ ャキカムイ(不 明)

12.ケ マコシネカムイ(狐 の神)

2.ニ ヤシコロカムイ(不 明:鳥 の一種か)

4.チ プタチカプ(ク マゲ ラ)

6.コ ムニシリコロカムイ(カ シワの木)

8.チ ャクチャクカムイ(不 明:鳥 の一種 らしい)

10.チ ロンヌプ(キ ツネ)

これ らを見ると,現 帯広市を生活体験地としている三者が祀る神々には,山 に係る神々が多くを占
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めているのに反 して,海 に係 る神々が皆無である。 また,三 者 に共通 した神 々が見 られる。集落 を守

護す る神,ポ ロシ リの神,ク マゲ ラの神,ヘ ビの神,キ ツネの神の5神 で ある。集落 を守護す る神,

クマゲ ラの神 を除 く3神 は いずれ も狩猟=食 糧獲得 に係 る神 々であ り,山 野 を主たる生業地 として

いた ことが見て取れる。 因み に,こ れ らの5神 は地域 内同一・的に信 仰の対象 とした ものであ り,他 の

神 々は,個 人的な信仰 の対象である といえる。

3-2.釧 路

釧路aに ある屈斜路村 ・磯里鶴松 のヌササ ンには,8神 が祀 られている。

1.モ シリコロカムイ(臭)2.カ ン ドコ ロカムイ(龍 神)

3.チ ユツプカムイ(日 輪の神)4.カ ムイシユ トカムイ(マ シユウ湖 の中島 の神)

5.ピ ンネシ リ(雄 阿寒岳の神)6.サ ラペナケ(斜 里川の奥の神)

7.シ ペツペナケ(シ ペ ツ川の奥の神)8.チ ワシコロカムイ(屈 斜路 川の神)

次 に,釧 路春採 ・志富亥之助のヌササ ンには,8神 が祀 られている(佐 藤1958)。

1.カ ンナカムイ(竜 神,雷 神)2.カ ムイシュマ(知 人の神石)

3.モ シ リコロカムイ(縞 臭の神)4.レ プンカムイ(沖 の神)

5.チ ュプカムイ(日 神)6.マ ツネシ リ(雌 阿寒岳)

7.ピ ンネシ リ(雄 阿寒岳)8.ワ ツカウシカムイ(水 神)

同じく,釧 路春採 ・結城庄太郎 のヌササ ンには,7神 が祀 られて いる(名 取1941)。

1.リ パ ウエンカ ラカムイ(天 日神)2.ピ ンネシ リカムイ(雄 阿寒岳神)

3.マ チネシ リカムイ(雌 阿寒岳神)4.コ タンコロカムイ(臭 の神)

5.カ イ ベコロカムイ(沖 の神)6.ワ ッカウシカムイ(水 の神)

7.タ ンネチ ュップカムイ(月 の神)

塘路 ・島太郎 のヌササ ンには,7神 が祀 られている(名 取1941)。

1.ピ ンネシ リ(雄 阿寒岳 の神)2.チ ワシコロカムイ(川 の神)

3.レ プンカムイ(沖 の神)4.エ ペ レイナ ウ(仔 熊 の幣)=2本

5.ク ンネ レックカムイ(臭 の神)6.エ レカシオマ ンカムイ(太 陽 の神)

7.モ シ リコロカムイ(縞 臭の神)

釧路 は,他 の地域 とは顕著 に異な る神々 を祀っている。すなわち,磯 里鶴松 のヌササ ンに見えるカ

ン ドコロカムイ(龍 神),チ ユ ツプカムイ(日 輪 の神),志 富亥之助のヌササ ンに見 えるカ ンナカムイ

(竜神,雷 神),チ ュプカムイ(日 神),結 城庄太 郎のヌササ ンに見 える リパ ウエ ンカラカムイ(天 日

神),タ ンネチ ュ ップカムイ(月 の神),島 太郎 のヌササ ンに見 えるエ レカ シオ マンカムイ(太 陽 の

神)な ど,自 然神のなかでも特 に天体 ・気象に関わる神 々が多 い。他地域 では見 られない,釧 路の大

きな地域性である。 夏季,日 射量 の少ない太平洋岸特有 の気候 との関わ りが考 え られ る。 また,4例

す べて に雄阿寒岳 の神が祀 られ てい る ことも大 きな特徴 であ る。雄 阿寒岳 は,生 業 との関わ りよ り

も,山 岳信仰 としての象徴 的な存在 と考え られる。 さ らに,他 地域 においては普遍的であるキッネ の

神が存在 しない。狩猟神 あるいは守護神のひ とつで あるキツネの神の不在 は,や は り生業 との関わ り

によるもの と考 え られ る。

3-3.平 取 ・二 風 谷

二風谷aの 伊福部の記録 には,5神 が記 されている。

1.ヌ サコ ロカムイ(幣 所の神,大 幣の神)2.シ ランパ カムイ(木 の神)
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3.ハ シナウカムイ(狩 猟の神)4.メ トゥ トカムイ(熊 の神)

5.ワ ッカウシカムイ

ニ風谷bの 萱 野茂の ヌササ ンには,5神 が祀 られて いる。1977(昭 和52)年 に実施 した霊 送 り儀

礼 のときの ものである。

1.ヌ サコ ロカムイ(農 業神)2.シ ランパ カムイ(森 の神)

3.ハ シナウカムイ(狩 猟の神)4.メ トシ ッカムムイ(熊 の神)

5.ワ ッカウシカムイ(水 の神)

次 に,平 取の平村 コタンピラは,15神 を祀っている(名 取1941)。

1.ヌ サ コロカムイ(幣 所 の神)2.イ モシカムイ(荒 神)

3.シ ランパカムイ(樹 木 の神)4.ハ シナウウクカムイ(狩 の神)

5.ワ ッカウシカムイ(水 の神)6.オ キクル ミカムイエカ シ(オ キクル ミ神)

7.ナ ヨプツウシペペンタプカ シエア ンパ カムイ(ア ベツの沢 口の神)

8.ペ テ ンカウシペ(門 別川縁の山の神)9.コ タ ンコ ロチカプ(ア ベツ川 にいる臭神)

10.シ トゥンペカムイ(狐 の神)

ll.チ カポイペ ンタプカシアンバカムイ(サ ラバ の川向 の大鷲の神)

12.ト ゥンニカムイ(村 の柏木 の神)

13.ポ パイ ウシナイコ ロカムイ(オ パ ウシナイ の水 の神)

14.コ タンノシキウ ンナイ コロカムイ(村 の真 中の水 の神)

15.コ タンパナイ コロカムイ(村 の上の ほうの水 の神)

また,名 取 の調査で祭祀者が不 明のヌササ ンには,14神 が祀 られて いる3)(名 取1941)。

1.ヌ サ コロカムイ(幣 所 の神)

3.シ ランパ カムイ(木 の神)

5.メ トッ トウシカムイ(熊 の大王)

7.オ キクル ミカムイ(オ キクル ミ神11)

9.ナ ヨプチウシペ(ア ベツの沢 口の神)

11.ワ ッカウシカムイ(水 の神)

13.ポ パイウシナイ コロカムイ

14.コ タ ンパウシナイ コロカムイ

平取 ・二風谷 は,

2.イ モ シカムイ(荒 神)

4.ハ シナイナ ウカムイ(狩 猟 の神)

6.コ タンコロカムイ(集 落 を守護す る神)

8.ペ テンカ ウシペ(門 別川縁 の山の神)

10.シ トゥンペカムイ(狐 の神)

12.ツ ンニカムイ(旧 平取村 の柏 の木)

(オパ ウシナイの沢水の神)

(村の上 の方 の沢水の神)

時代が新 しくなる につれて神数が減少 して いる。二風谷aとbは,祀 って いる5

神が 同一で あ り,bがaを 踏 襲 した と考 え られる。地域 内同一・性 として,シ ランパカムイ,ハ シナ ウ

カムイ,ワ ッカウシカムイの4神 が4例 すべて に見 られ,メ トゥ トカムイ も平村コタンピラを除 く3

例 に見 られる。 これ らの神 々を基盤 として,個 人 の信仰対象 とした神 々が祀 られている。特徴的なの

は,2例 にペテ ンカウシペー門別川縁 の山の神が祀 られている ものの,特 定 の高山を対象 とす る山岳

信仰が見 られない。 また,個 人の信仰対 象の範疇 と考 え られるが,オ キクル ミカムイ,イ モシカムイ

といった伝説 に登場す る神,具 体 的に ヨモギで形作 られ る神 な ども特徴 的である。 さ らに,特 定 の

川 ・水 に関わ る神々が多 い ことも他 には見 られ ない。

3-4.旭 川

旭川aの 資 料 には記載 はないが,

は6神 を祀 って いるとある。

1.ワ クカ ウシカムイ(水 の神)

1982(昭 和57)年 の北海道 教育委員会 の調査では,石 山長治郎

2.チ ノ ミ シ リ(旭 岳)
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3.チ ノミシリ(嵐 山)4.ハ シナ ウクカムイ(狩 猟の神)

5.シ トゥンベカムイ(幸 福 の神)6.ポ ンチカプ(小 さい鳥 の神)

次 に,旭 川bに は,川 村兼一 のヌササ ンに12神 が祀 られて いる。

1.コ タンコロカムイ(国 土 の神)

3.ホ ロケ ゥカムイ(武 勇 の神)

5.ヌ プ リコロカムイ(山 の神)

7.ク ッコロカムイ(涯 路 の神)

9.チ ャッチ ャクカム イ(幸 運の神)

11.カ ッケ ゥカムイ(水 猟の神)

因み に,

倉光秀明の記録 には,

2.シ ランバカムイ(大 地 の神)

4.シ トゥンペカムイ(運 を授ける神)

6.イ ソアニカムイ(猟 の神)

8.ヌ サ コロカムイ(幣 場の神)

10.ウ パシチ ロンノプカム イ(厄 除けの神)

12.ワ ッカウシカム イ(水 の神)

この12神 は次 の倉光秀明の記録 にある12神 を踏襲 していると考え られる。

12神 が記 されて いる。 これは,1947(昭 和22)年2月22日 ,旭 川常盤公園

で の門野ナ ンケアイ ヌ,石 山アツ ミヤシクル,川 村力子 トアイヌ,門 野ハ ウ トウムテイ等 による霊送

り儀i礼の ときのヌササ ンに祀 られた神 々 と思われ る(小 川1997,倉 光1953)。

1.コ タ ンコロカムイ(国 及部落神)

3.ホ ロケウカムイ(武 勇の神)

5.キ ムンカムイ(山 の神)

7.ク ッコロカムイ(涯 路 の神)

9.チ ャ ッチ ャクカムイ(幸 を教え る神)

11.カ ッケ ウカムイ(水 猟 の神)

2.シ ランバ カムイ(そ の土地 の神)

4.シ トウンペカムイ(幸 運 の神)

6.イ ソアニカムイ(猟 の神)

8.ヌ サ コロカムイ(神 事受持 の神)

10.ウ パ シチ ロンノップカムイ(危 難救 いの神)

12.ワ ッカ ウシカムイ(水 の神)

山間地 にある旭川は,当 然の ことなが ら海の関わる神 々が存在 しない。 また,川 を司る神 も不在で

ある。特徴的なのは,石 山長治郎 のヌササ ンで,6神 のうち2神 が山岳 を対象 と した もので,ひ とつ

は旭岳 という大雪山連 峰のなか の高山であ り,ひ とつ は嵐 山4)と い う比較的集落 に近 く,低 い山で あ

る。両 山をチノミシリと称 して祀 っている ところ に,個 人性 が見 られる。 また,bや 倉光 に見 られ る

ホ ロケゥカムイー オオカ ミが武勇 の神 として祀 られて いるのは,2例 ではあるが,地 域性 のものと思

われ る。

3-5.白 老

財団法人アイヌ民族博物館(以 下,「 博物館」 ともいう)が1990(平 成2)年 に実施 した霊送 り儀

礼では,13神 が祀 られて いる。

1.シ リコロカムイ(大 地 を司る神)2.ハ シナ ウウッカムイ(狩 猟 の神)

3.ク ッタル シヌプ リコロカムイ(ク ッタル シ山の神)

4.メ トッウシカムイ(熊 の大王神)

6.ケ マ コシネカムイ(キ ツネ の神)

8.ワ ッカ ウシカムイ(水 の神)

10.チ ワシコロカムイ(河 口を司る神)

12.コ タンコロカムイ(村 を司る神)

5.ペ テ トクンカムイ(水 源 の神)

7.ト ー コロカムイ(沼 の神)

9.ト マ リコロカムイ(舟 付 き場 を司る神)

11.マ サ ラコロカムイ(海 岸を司る神)

13.ヌ サ コロカムイ(ヌ サ を司る神,穀 物 の神)

次 に,熊 坂 シタ ッピ レのヌササ ンには,12神 が祀 られている(満 岡1941)。

1.ト マ レコ ロカムイ(海 の神)

3.チ ワシコ ロカムイ(川 尻の神)

5.チ ロンヌ ップカムイ(狐 の神)

7.イ ヌイナカムイ(隠 れ処の神)

2.マ シャレコロカムイ(海 岸 の神)

4.ワ ッカウシカムイ(川 の神)

6.シ ュル クカムイ(毒 草の神)

8.ベ ンテンシャマ(弁 天様)
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9.ヌ プルペツカムイ タップカシエヌプル カムイ(登 別温 泉の神)

10.シ ランバカムイ(山 の 中腹の神)ll.ハ シナ ウウッカムイ(熊 の神)

12.ヌ シャコ ロカムイ(飯 米の神)

また,宮 本伊 之助(イ カシマ トク)の ヌササ ンには,山 グマを送 る ときのものであるが,8神 他が

祀 られて いる(名 取1941)。

1.イ ソサ ンゲクル(獲 物 を降ろす神)2.シ ランバカムイ(山 の神)

3.ヌ プ リペ トオル ン(ヌ プ リ川の神)4.チ ロンヌ ップオル ン(狐 神)

5.ト マ リオル ン(泊 の神)6.マ サオル ン(舟 の出入の時の神)

7.ペ ッ トオル ン(川 の神)8.キ ム ンカムイ(熊 の大神)他

白老 は,海 ・山 ともに持 っていることか ら,両 者 に関わ る神々が祀 られ ている。博物館及び熊坂が

祀る神 々で は,海 に関わ るもの として,ト マ リコロカムイ(舟 付き場を司る神,海 の神),チ ワシコロ

カムイ(河 口を司る神,川 尻 の神),マ サ ラコロカムイ(海 岸 を司 る神,海 岸 の神)が 共 通 して ある

が,い ずれ も河 口 ・海岸 といった陸地 に接 した ところである。 レプンカムイ,ア トゥイ コロカムイ と

いった海全体,あ るいは外海 に係 る神 々は祀 られて いな い`)。 また,熊 坂が川の神 として ワッカウシ

カムイを祀 っているのみで,川 に関わ る神 々が見 られないのも特徴的であ り,地 域性 を示す もの と思

われ る。

熊坂のヌササ ンに祀 られているシュル クカムイ(毒 草の神),イ ヌイナカムイ(隠 れ処 の神),ベ ン

テ ンシャマ(弁 天様),ヌ プルペ ツカムイ タ ップカシエヌプルカムイ(登 別温泉 の神)は,個 人の信

仰対象 として特徴 ある神 々で あ り,特 にベンテ ンシャマ6)は 和 人文化 の影響 を受けているものであ ろ

う。全体が不明なが らも,宮 本のヌササ ンもまた個人性がよ く表れて いる。宮本は観光業 の傍 らクマ

猟 をよくしたが,そ の狩猟 に関わ りのある神 々が多 く祀 られている。なかで も川 に関わる神が2神 祀

られてお り,猟 場への交通路,あ るいは獲物 の搬路で ある川は,信 仰 として も重要な位置 づけがな さ

れて いる。

以 上見て きたよ うに,儀 礼実施時 に祀 られる神 々は,大 きく三相がある。 ひとつは,広 く普遍的 に

祀 られ る神 々であ り,ひ とつはひ とつの地域内において祀 られ る神々であ り,そ して個人の信仰によ

り祀 られ る神 々である。それ らのほとん どは 自然神や動物神で あるが,儀 礼 の主人公である クマに関

わる神 々は少数で あ り,多 くは,日 々の生活の営みに関わ って いる神々である。 因み に,物 神は祀 ら

れていない。

4.花 矢

次 に,儀 礼実施時 に製作 ・使用され る 「もの」の うち,花 矢 の地域性 を見 ることとす る。周知の と

お り,花 矢は,和 人社会に見 る鏑矢で ある。霊送 り儀礼における花矢 の役割は,① ヘペレシノ ッの際,

クマ神 に向けて射 られ る矢一 すなわち,ク マ神 の遊び道具,② 儀 礼の盛会 をカムイ ・モシ リに伝 える,

③ 除魔一 クマ神 に,カ ムイ ・モシ リへ の帰 り道 を指 し示す とともに,そ の道 を払い清 める,④ クマ神

に持たす土産,な どがある。 こうした役割 を担 って いる花矢は,儀 礼時,イ ナ ウル(キ ケ)に 次 いで

数多製作 され る。

江戸期 の記録 を見 ると,「 蝦夷」 には,「 ……男子た る者ハ嬰児 にいたる這、 弓矢備に製したる。異なる

人毎に一張 ッ＼を持せ引、歩行 中熊 に射か け射かけす。初ハ熊 を飼 し家 の惣領の子夷ともの風俗にて末子を建

て家を納めさせける故に家を納め子より射ルもあり射、夫 よ り乱二矢 をはなつ……」 とあ り,「 東蝦夷」 には,
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「……假 の弓矢 を もて四方八面よ り射出す に、その矢幾筋 とな く熊 の身 にたつ を、そ をまた細長 き木

の先 へ笹 を付 た るを もて、 たち た る矢 をは らひ落 して まはる ……」 とあ る。 また,「 北役」 には,

「……備へ置 たる弓矢 を とり、二王尊 に紙 を投ル様 に我能所 に中ん と無二無三 に熊 を射ル其立矢ハ さ

なが ら蓑 を着 たる ことく……」 「……夫 よ り死せ し熊の縄 を解キ、南向 にうつ伏こ し、……其時祭 り

主惣太郎紋附の着 ものを着、弓矢を持 出、一本ハ天二向て射、一本ハ北こ いる……」 とある。 いずれ

も,上 述 した①のヘペ レシノッを伝 えてお り,「 北役」 はまた,② ③ をも記 している。 「北役」 の 「熊

の身にたつ」 「たちたる矢」 という記述,さ らには,「 ……矢ハ鴨の羽を附た る一 ツ羽の矢こて東二尺

斗嫉ハ木二て小蝋燭 の格好二作 り、心 ンを尖ケて長 クし、色々彫 もの して甚奇雅也、了弥 一本貰ひ来

ル、是ハニツ 巴の紋 を彫 タルな り……」 とある ことか ら,花 矢の具体 的な形状 を見る ことができる。

ここで は,形 状 につ いては,名 取の詳細な報告 があるので(名 取1985),同 資料 をご覧 いただ くこ

ととして,名 称 と④ のクマ神 に持 たす土 産 とした際の数量な どにつ いて,名 取 の報告(以 下 「名取」

という)を 援 用 しつつそ の地域性 を見る こととす る。

4-1.十 勝

十勝伏古 の古川辰五郎は,名 称はチ ロシ,土 産 として持たせ る数量 は,雄 グマが50本,雌 グマが

60本 で,雌 グマが多 い理 由 として,「 人間 の場合 と同じ様 に女は親元 へ帰って も男 よ り多 く土産物 を

要す るか ら」 とある。 名取 には,音 更 ・中村要吉 は1歳 グマがエペ レアイ,2歳 グマはペウ レップ ア

イ とある。土産の数量 は,音 更では,1歳 グマ,2歳 グマ,3歳 グマすべて雄が50本,同 雌 が60本

とあるが,ケ ネ(現 芽室 町内)で は,1歳 グマ,2歳 グマ ともに雄 が60本,同 雌が50本 と,前2例

と雌雄で逆転 している。

4-2.釧 路

釧路aに は,名 称 はチ ロシとあ り,土 産の数量は,1歳 グマ の雄が50本,雌 が60本 であ るが,常

に2～3本 余 計 に持たせ る習慣 である とあ る。同bに は,名 称はエペ レアイ とある。土産 の数量は,

1歳 グマ,2歳 グマ,3歳 グマすべて雄 が50本,同 雌が60本 とある。因み に,仔 グマの飼 い主だけ

が使用す るチ トッパアイ という特別な彫刻 を施 した もの を,雌 は6本,雄 は5本 つ くるとある。同c

には,虹 別 のスワンコタンでは,ク マの年齢 に関係な く,雄 が50本,雌 は63本 である とし,そ の理

由 として,「 女 は男 よ り交 際が広 いので、神 の国にイ モカ(お 土産)と して持 ち帰るに も多 くを要す

るのだ」 とあ る。名取 には,虹 別 ス ワンでは,名 称 はエペ レアイ とあ り,土 産 の数量 は,1歳 雄 が

50本,同 雌が60本 で あるが,常 に数本多 く持たせる とある。また,塘 路 ・島太郎は,名 称 はチ ロシ,

土産 の数量は,1歳,2歳 ともに雄 が50本,雌 が80本 とあ り,そ の理 由としてやは り 「熊 の場合で

も人間 と同様 に、訪 問の とき女 は男よ りも多 く、土産 物 を持参す るか ら」 とある。 白糠 ・時 田伊平

は,名 称の記述はないが,土 産の数量は,1歳 の雄は50本,同 雌 は60本,2歳 にはそ の倍数 を用 い

る とある。

4-3.平 取 ・二 風 谷

平取 ・二風谷aに は,名 称はヘペ レアイ,土 産 の数量は,雌 雄 に関係な く2歳 グマが60本,同3

歳 が120本 とある。 同bに は,名 称 がヘ ペ ライ とあるが,土 産 の数 量の記述 はな い。名取 には,平

取 ・平村パ ウシヌレは,名 称はペウ レップアイ とある。 また,二 風谷 ・貝沢 ウエサナ シは,名 称の記

述はないが,土 産 の数量が,1歳 雄が60本,同 雌 が30本,2歳 雄が120本 とある。 同じく二風谷 の

二谷国松 は,名 称はペ ウレップアイ またはヘペ レアイ とあるが,土 産の数量の記述 はな い。ペナコ リ
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(荷負)・ 川上サヌク ノは,名 称 はペ ウレップアイ とあるが,土 産の数量の記述 はな い。

4-4.旭 川

旭川aに は,石 山長次郎 ・キ ツエ,杉 村京子 をイ ンフォーマ ン トとして,名 称 はエペ レアイ,土 産

の数量は,1歳 雄が40本,同 雌が30本,2歳 雌雄 ともにその倍の数 とある。 同bに は,名 称 はエペ

レアイ,土 産 の数量は,1歳 には30本,2歳 には60本 用意す る とあるが,雌 雄 の別は記載がな い。

名取 には,石 山家 の熊送 りの とき,祭 主 アッチ ャシクル談 として,土 産 の数 量は,1歳 雄 が50本,

同雌 が30本,2歳 雌雄 ともにそ の倍 の数 とある。 同 じく川村家熊送 り所見 ・祭主カネ トアイ ヌ談 と

して,土 産の数量は,1歳 雄が60本,同 雌 が50本,2歳 雌雄 ともにそ の倍 の数 とある。 また,樺 系

統 の砂 沢市太郎談 として,砂 沢家(雨 竜 出身)は,名 称 はエペ レアイ,土 産 の数:量は,1歳 雄 が40

本,同 雌が35本,2歳 雌雄 ともにその倍の数 とある。

4-5.白 老

博物 館では,名 称 はヘ ペ レアイ とあ り,土 産 の数 量は,雄 が50本,雌 は60本 とあ る。 名取 には,

森竹エ カシ談 として,名 称はヘペ レアイ とあるが,土 産 の数量 の記述はない。 総 じて,白 老 のヘペ レ

アイ に関する資料 は乏 しい。

以上,花 矢 につ いて見て きたが,名 称,土 産 の数量 をま とめる と次の とお りとな る(表2)。 名称

は,十 勝がチ ロシ,エ ペ レアイ,ペ ウ レップアイ,釧 路がチ ロシ,エ ペ レアイ,平 取 ・二風谷がヘペ レ

アイ44,ヘ ペ ライ,ペ ウレップ アイ,旭 川がエペ レアイ,白 老がヘペ レアイで あ り,旭 川 ・白老 を

除 く3地 域は名称が複 数ある。 ここか ら地域性 を求 めるとすれば,チ ロシの使用で あろう。 また,へ

表2花 矢の名称 ・土産の数量

地 域 名 称
土産の数量

1歳 ♂ 1歳 ♀ 2歳 ♂ 2歳 ♀ 3歳 ♂ ・♀
備 考

伏古 ・古川 チ ロシ 50 60

1歳:エ ペ レアイ 50 60 50 60 50・60
十 勝 音更 ・中村

2歳:ペ ウ レツプ アイ

ケネ 60 50 60 50

虹別 ・弟子 チロシ 50 60 常 に2～3本 余 計に持たせる

釧路川周辺 エペ レアイ 50 60 50 60 50・60

虹別 50 63 50 63 50・63 更科による
釧 路

虹別(名 取) エペ レアイ 50 60 常に多く持たせる

塘路 ・島 チロシ 50 80 50 80

白糠 ・時田 50 60 100 120

二風谷 ヘ ペ レアイ 60 60 120・120

二 風谷 ・萱野 ヘペ ライ

二 風谷 ・貝沢 60 30 120

平取 ・
二風谷

ペ ウレツプアイ
二風谷 ・二谷

ヘペ レアイ

平取 ・平村 ペ ウレツプアイ

ペナコ リ ペ ウレップアイ

近文 ・石 山他 エペ レアイ 40 30 80 60

近文 ・石 山 50 30 100 60 名取 による
旭 川

近文 ・川村 60 50 120 100 名取による

近文 ・砂沢 エペ レアイ 40 35 80 70 名取による

白 老 博物館 ヘペ レアイ 50 60
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ペ レアイ とエペ レアイは,エ ペ レはヘペ レの語頭 のh音 が落 ちた結果である ことか ら,エ ペ レアイ は北

海道東部 を中心 とした語頭 のh音 が落ち る地域での名称,ヘ ペ レアイはh音 が発音 される地域での名

称 となる。他 の名称は広 域に及 んでお り,地 域性は見 られな い。

土産の数量 は,十 勝では,2例 が雄少雌多,1例 が雄多雌少,釧 路では,6例 すべて雄少雌多,平

取 ・二風谷 は,雌 雄 同数,雄 多雌少がそれぞれ1例,旭 川 は,4例 すべて雄 多雌少,白 老は1例 だけ

で あるが,雄 少雌 多であ る。具体 に本数 を見 る と,十 勝の雄少雌多2例 がそれぞれ50・60,雄 多雌

少1例 が60・50,釧 路 の雄少雌多6例 中,4例 が50・60,1例 が50・63,1例 が50・80,平 取 ・二

風谷の雌雄 同数:1例 が60(2歳)及 び120(3歳),雄 多雌少1例 が60・30,旭 川の雄多雌少4例 は,

それぞれ40・30,50・30,60・50,40・35,白 老 の雄少雌多1例 が50・60で ある7)。

これ らを見 る と,雌 雄 による数量の多寡及びそ の本数は,地 域 内にお いては,旭 川を除いて ほぼ同

様で あ り,個 人性 も見 られな い。旭 川は個 人性が顕著であるが,2歳 グマは1歳 の倍数 という点は同

一・で ある。

5.総 括 的 に

霊送 り儀礼 を構成す る要 素として,儀 礼実施 の時期 ・日数,ヌ ササ ンに祀 る神 々,花 矢の地域的な

様 相 を江戸期 の様 相 を史資料 か ら見たが,明 治以 降 につ いて総 じていえ る ことは,儀 礼 実施の時期

は,江 戸期 を踏襲 している ものの,日 数は増加 している。 ヌササ ンに祀 る神 々については,広 域,地

域内,個 人 と三域 にさまざまな神が祀 られてお り,特 に個人が祀 るものには,生 業 との関わ り,あ る

いは居住す る環境 と深 い関わ りが見 られ る。ヘペ レアイ につ いて は,広 域 的な同一 性が見 られ るが,

点 として地域性が見 られる。

これ らのキー ワー ドを背 景 とした儀礼の次第 について は,次 稿で考察 を試み ることとする。

註

1)財 団法 人 アイ ヌ 民族 博物 館 は,1989(平 成元)年1月24日 ～27日,霊 送 り儀 礼 を実 施 して い るが,同 儀礼 の記

録 は,祭 主 を務 め た 日川 善次 郎翁 の伝 承 と 口述 が も ととな ってお り,同 氏 が 日高 出 身で,生 活 体験 地が 道東 で ある

ことか ら,本 考 察 の対象 とは しなか った。

2)平 取b,旭 川b,白 老 はいず れ も儀 礼 の伝 承 ・保 存 を 目的 として実 施 され た もので あ るが,や は り実施 期 日を冬

期 間 に してい る。

3)こ の神 々は 祭祀 者 の記録 が な いが,祀 られ て いる神 々 の ほ とん どが平村 コタ ンピ ラ と同様 で ある ことか ら,同 者

か らの聞 き取 りで ある可 能性 が ある。

4)嵐 山は古 くか らイ ワ クテの 場 と して用 い られ てい る(青 柳1977,斉 藤1970,松 井1968)。

5)因 み に,同 博物 館が1989年 に実 施 した 霊送 り儀 礼 で は,祭 主 ・日川 善次 郎 翁 の意見 によ りポ ロヌサ のマサ ラコ ロ

カム イ とコ タン コロカ ムイ の問 に,ア トゥイ コロカ ムイ(海 を司 る神)が 祀 られ て いる。(同 館1990)。

6)江 戸 期場 所請 負制 下 の各場 所で は,弁 天 社が 盛ん に建 立 されて い る。

7)因 み に,何 故 に雌 雄 の本数 の多 くが60・50で あ るのか,ま た偶 数で あ るのか,さ らにはそ の差 が10で ある のか,

興味 の ある と ころで ある。
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